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単身世帯や高齢世帯など、豪雪時に除雪困難な世帯を対象に、ボランティアによる除雪支援を行

っています。ボランティアは事前登録制で募集し、台帳管理とボランティア活動保険の加入手続き

を行います。若桜町民に対して広報し、支援のニーズとボランティアとのマッチングを行います。

除雪支援当日は社協職員も同行し、除雪支援やチームの指揮を行います。支援に関する費用は無料

で、必要経費は町社協が負担しています。 

 

取組みの目的・経緯 

平成１８年当時、若桜町で単身世帯や高齢世帯が増加し

ていた背景から、豪雪時に除雪困難な世帯が多くあること

を地域課題として捉え、当初は社協職員のみで除雪支援を

行っていました。 

翌年度（平成１９年度）より、活動規模を拡げる目的で

事前登録制のボランティアによる除雪支援（職員がコーデ

ィネーター）へ拡充し、現在は鳥取県外からもボランティ

ア登録者が毎年あり、除雪の事前相談が住民さんから寄せ

られるなど、地域に浸透してきている事業となっています。 

 

 

取組みの成果や課題 

豪雪時の除雪は、若桜町では毎年必ず直面する問題であり、支援を利用される方からも多くの感謝の声をいた

だいています。 

事業開始当初と比べ、高齢者世帯は更に増加しており、自助（親類のフォローを含む）による除雪、そして、

全体的な人口減と高齢化により共助による除雪も困難になりつつあります。また、ボランティアの活動可能日が

土日に集中する傾向が強く、支援のスピード感が求められる場面の対応と、職員の負担が課題となっています。 

 

 

除雪ボランティア事業 

〇活動データ 

・実施時期：冬季随時（12月～3月） 

・利用者数：0件～40件／年 

※当年の降雪状況による 

・取組みに関わる人員： 

職員：1～3人 

ボランティア：80人程度 

・取組みに関わる主な経費： 

職員人件費、ボランティア保険料、燃料代

（車両、除雪機）、除雪機材 等 



活動者コメント 

・新聞やインターネットの影響で県外・町外からボ

ランティア登録者数は安定してきているが、除

雪支援について住民さんへの周知はまだまだ満

足いくものではないので検討していきたい。 

（事業担当者） 

・県外から初めて若桜町に来て活動したが、住民さ

んとも距離感近く関わることができて充実感が

あった。また来年も登録したいと思う。 

（県外からのボランティアさん） 

利用者の声 

自分一人では何ともならない雪だったので本当

に助かった。家族も遠くに住んでいるのでありがた

い。 

 

 

本部所在地／鳥取県八頭郡若桜町若桜 1247-1 

電話番号／0858-82-0254 

FAX番号／0858-82-1204 

法人ＨＰ／https://wakasa-syakyo.wixsite.com/home 

他に実施している公益的取組み： 

公的サービスで対応できないニーズに対しての横出しサービス 
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